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Ⅲ-62  滋 診まのこ著セヵ縮神険による火験的研究
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折ヒ髭d吹̀`κ盤ェに逮繁物、盆ェなどの霧盪物を澱ける場合癖r彰lミタくなってスており,この腋な

場合,て子“行なり軟影火盤應′£スカの′った,軟“κ颯の中,“罐口ゎ″タイι″J毅するユ透がある。

鵜る工考バ″クスイιイ′費した場詠かに形成される′νヽ″ゆゐ
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薇合'し盤″l(は,んfャ.薇合ムとしての

セン断密竹rJどのす撃な向憩があィ′十分な解錮が′レなぃ餞勝である。ち彙舅耀てヽは2爪うの向題ιて

ついで実験り9所充t′でなっており′じだミ制御式′卜型 め́セン渕7微ζηИた櫻型実験の“スレtつИマ

は″レζ級をしたちヾ,飛准この目的争体った大型た力jll御4直枠セン断試験機ι′Иて実験`行`,で
おり′ここではこの"暢剣唆によ,て44う来R磁来のうう′薇含ユ″

『減fの向題J,そついで核省する。
′.試験機ぉょびズ験あ湖眸

大型た力lll御式直枠セン首惨襲如機のタイフ・は二部

セン幽絡曰えで千都で動型であり′セン曲形の1夕Jk

は■7//で乏後′θ″′潟ぎ̀ `上痛ノθ.`“ 千箱σ

″争́ る。葬C駁漱繊の薦晩老lょ,f絹 はあ救このOLり

拗 レ̀ヱ彪は必蔵κ口たこ米てИる。教試1本か

らの材お′くはポ 多́スストーンた好しで上千面摯可能

であり′褥直着夕1ま力θガ醐Rι r五の蓼湖lてド́ ォッ

型のがムタスーグと入スマ水広7・・加スレ′セン酢カ

は散群で載桁。すようlマなっマッ1る(`鼻 ―/)。

試料′は,軟笏務土ι来性霰ネの́ え氷■●2な
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